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「ウィズコロナでの新たな連携へのチャレンジ」 
３月中に満開となった桜の木は新緑で覆われ、風薫る気持ちの良い季節になりました。 

昨年度着任した頃には、同一敷地内のしろがね特別支援学校の桜がちょうど満開を迎えてお

り、白亜の建物に映えてとてもきれいなところだなぁと感じたことを思い出します。 

学園の周りには、ふれあいスポーツセンターや県立障害者リハビリテーションセンター、及び

障害者就労支援事業所などが集まっていますが、昨年度までは、いずれの施設も新型コロナ対策

で閉鎖的にならざるを得ませんでした。 

当学園においても「持ち込まない、持ち出さない、拡げない」は最も大切な基本姿勢であり、 

ボランティア、実習、見学等の受け入れは中止、当園の児童達も人が集まる場所への外出はでき

ず、各種行事や余暇活動も制限があり、地域との繋がりが分断されるような状況が続いていたと

思います。幸いなことに、学園近くには波志江沼公園や赤堀しょうぶ園など、歩いて行ける自然

豊かできれいな場所があり、時には歩いて向かう子ども達の笑顔を見ることがありました。そん

なときは自分も嬉しくなると同時に、こうした笑顔が増えるような運営をしていきたいという、

着任時の初心を振り返る機会にもなりました。 

５月８日には新型コロナが５類に移行となり、感染対策が大きく変わることとなります。この

３年間、できなかった事ややりたかった事などを、この機会にもう一度見直して、ウィズコロナ

での新たな形で再開していかなければと考えています。また、学園だけでできることに留まら

ず、まずは近隣機関との連携を再構築し、更に、より多岐にわたる社会資源との繋がりを拡げて

いきたい。結果的に、卒園後の児童達の理解者や良き支援者が増えることを期待し、今年度は、

この目標に向けて可能な限り力を注ぎたいと思います。 

成長過程である子ども達にとっても、残り少ない私にとっても大切な１年ですから。 

                        しろがね学園長  女屋 広之 

 

 

 新規採用職員としてしろがね学園に配属になりました。三川華です。これまでは保育士として保

育園や子ども関係の施設で仕事をしていました。職歴はありますが、初心を忘れずに、しろがね学

園での仕事や支援を真摯に学び、丁寧で確実な支援を行っていきたいと思っています。 

フットサルとバスケットボールが趣味なので、休日は社会人のチームに参加をして汗を流してい

ます。スポーツが休日の息抜きになっています。フットサルは初めて 1 年くらいの初心者ですが、

リフティングが 100 回できることが自慢です。 

しろがね学園に配属となり、まだ日は浅いですが、子どもたちとの日々の関わりや、支援の積み

重ねの中で少しずつ仕事や支援の幅を広げていきたいと思っています。また、共に成長していける

関係を築いていきたいです。よろしくお願い致します。 

令和 5 年度新規採用職員 三川 華 

 



☆ダイナム・Linx・あがたこ前橋様 等沢山の御縁を繋いでいただきました！ 

新規採用職員としてわかば寮援助係に配属になりました長沼克弥です。よろしくお願いします。

しろがね学園での業務はケースバイケースで動かなくてはいけないことも多くあり大変なことも

ありますが、子どもたちの笑顔をやりがいに毎日楽しく仕事をしています。 

また子どもたちからは余暇時間の中でカードゲームや遊びについて沢山教えてもらい、一緒に楽し

んでいます。特にカードゲームは思っていたよりも奥が深くすっかりハマってしまいました（笑） 

休みの日はアニメを見たり、友人と出かけることでリフレッシュしてい

ます。自分の好きなアニメや新しく知った情報について、学園で子ども

たちと話をすることも日々の楽しみのひとつです。 

子どもたちの学園での生活がより楽しく充実したものになるような支

援を心がけていきますのでよろしくお願いいたします。                  

                               令和５年度新規採用職員 長沼 克弥 

  

たこ焼き屋さんがやってきた！ 

昨年度末、ボランティアとしてあがたこ前橋様が来園してくださり、子ども達にとっても美味し

い焼きたてのたこ焼きを焼いてくださいました。大きなキッチンカーや、まるでお祭りのようなの

ぼり旗を見て子どもたちはもちろん、学園の職員もみんな大盛り上がりでした。また、特別にキッ

チンカーの中も見学させていただき、実際にたこ焼きを焼いている様子を間近で見ることができた

ことは、子どもたちにとって貴重な体験で、春休みの最高の思い出になったことと思います。 

あがたこ前橋の皆様、ありがとうございました！ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

御礼 
 

クスリのマルエ様☆沢山のお菓子を寄贈していただきました！  
 
ガトーフェスタハラダ様☆美味しいラスクを寄贈していただきました！  
 
ダイナム様☆大きなテレビを寄贈していただきました！ 
 
Linx 野口様☆散髪ボランティアに来園していただきました！ 
 
タイガーマスク 
運動河村様 

 
縫製ボランティア橋本様☆縫製ボランティアに７年間という大変長い間御尽力いただきました！ 
 

地域の皆様、ボランティアの皆様、日頃より温かいご支援をいただきまして誠にありがとうございます。 

子ども達が毎日笑顔で元気に過ごせますのも皆様のおかげです。心より感謝申し上げます。 
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